
 

 

 in ヒロ歯科 1950年代頃まで、日本人のほとんどは自宅で亡くなっていた。医療が今ほど発達しておらず、施設も

少なかったからだ。現代社会では、ほとんどの日本人が病院で最期を迎えるようになった。数字だけ

見れば、誰もが病院で医療を受けられる日本は医療先進国かもしれない。 

しかし、いよいよ治療法がないとなったとき、本当に幸せな最期を迎えられているのか。 

人生の最期を自分の好きな場所で過ごす。在宅ホスピスは、患者さんと親しい人々が深く、心ひとつ

に”いのち”に向かい合う場、「ありがとう」と「さようなら」がひとつになる瞬間がそこにある。 

私たちがやろうとしている在宅ホスピスは、そういう幸福な時間を生み出すお手伝いをする仕事なの

である。 

内藤いづみ プロフィール 

1956 年山梨県生まれ。福島県立医大卒業後、東京女子医大

内科等に勤務。1986年から英国のホスピスで研修を受ける。 

1995 年に山梨県甲府市にふじ内科クリニックを開設。NPO

日本ホスピス・在宅ケア協会理事。 

高澤博幸 プロフィール 

1963 年新潟県生まれ。東京歯科大学卒業。’93年三鷹で食養

を中心とした予防歯科を開業、その後武蔵小金井にて部分と

心身を全体としてとらえるため、自由診療の歯科を開業。 

シュタイナー学園学校歯科医、日本量子医学会理事。 

◆第一部 講 演 

「一生笑顔」の歯のはなし(ヒロ先生) 

「いのちの不思議な物語、在宅ホスピス医からのメッセージ」(内藤先生) 

◆第二部 対談＆質疑応答 

                  申 込 書 

このまま FAX(042-386-7901)でご送信いただけます。 

電話(042-386-7900)、メールでも受け付けております(hiroegao@fancy.ocn.ne.jp) 

 

氏  名                                       

 

電話番号                                       

 

 

日 時 2014年 12月 14日(日) 14:00〜17:00 (開場 13:30) 

場 所 ヒロ歯科待合室 

参加費 2,000円 

※ 収容人数に限りがございますので、ご予約の上、ご来場お願い致します。 

※  

mailto:hiroegao@fancy.ocn.ne.jp

